
令和５年度 第３回東員町生活交通を考える会事項書 

 

日時：令和５年１２月１５日 午後６時 

場所：東員町役場 西庁舎 ２０１会議室 

 

 

あいさつ 

 

 

１ イオンモール東員との共同事業について 

   ・【資料１】イオンモール東員との共同事業について 

 

 

 

 

 

２ ヴィアティン三重との共同事業について 

   ・【資料２】ヴィアティン三重との共同事業について 

 

 

 

 

 

３ 公共交通ワークショップについて 

・【資料３】公共交通ワークショップについて 

・【資料４】公共交通ワークショップ企画（案） 

 

 



【資料１】イオンモール東員との共同事業について

9/15（金）第1回生活交通を考える会 意見

・バスの乗車証明書があれば、映画のポップコーンをプレゼント

・バスに乗って映画を見よう！キャンペーン

・車を使わずにバスに乗るメリットは酒を飲めるということ。公共交通を利用すると、イオンでお酒が

飲める取り組み

10/6（金）イオンモール東員 高橋 さんとの打ち合わせメモ

・イオンモール東員（専門店）、イオンシネマ、イオンスーパー、それぞれ担当が異なる

（高橋さんはイオンモール東員（専門店）の担当者）

・例えば買い物割引 専門店⇒イオンモール東員 スーパー⇒イオンスーパー と調整が必要

・イオンモールアプリを活用した取り組みを進めているので、活用してもらえれば

・ターゲット層、期間（目的によって時期を設定）などを決めて、企画書を作成し、その企画に参加し

てもらえる専門店を募集
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10/1からのルート・ダイヤ改正でイオンモール東員へのアクセスが良くなったということなので、
イオンモール東員と協力した事業が実施できないか



【資料２】ヴィアティン三重との共同事業について

ヴィアティン三重について

東員町の陸上競技場をホームグラウンドに、三重県初のＪリーグチームを目指し活動するＪＦＬ所

属のサッカーチーム。桑名市・東員町をはじめとする７市町（いなべ市、木曽岬町、川越町、朝日町、

菰野町）をホームタウンとし、地域のお祭りやスポーツイベントなどに積極的に関るなど、地域の

人々から愛されるクラブとなること、そして、ホームタウンを大切にし、ホームタウンと共に成長し、ス

ポーツを通したまちづくりに貢献できるよう、様々な活動を積極的に展開されています。

ヴィアティントレイン

東員町の陸上競技場をホームグラウンドに活動するサッカーチーム
のラッピングの車両を作成し令和４年４月１日から運行を開始。
ホームゲームの開始時刻に合わせラッピング車両を充当するなど、
サッカー観戦者が公共交通を利用するよう促し、観光事業と連携し
た公共交通の利用促進施策として実施。

課題
・ホームゲーム開催時の駐車場問題
⇒ 公共交通を利用してLA・PITA東員スタジアムへ観戦に来る人を増やしたい
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【資料３】公共交通ワークショップについて
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令和２年度
（9/12（土））

①基調講演（四日市大学 岩崎恭典学長）
②ワークショップ
【テーマ】
・町内の公共交通についてあるべき姿について
・あるべき姿を実現するために今ある課題と課題
を解決するための方法について
・運転免許返納施策、高齢者施策について

令和３年度 新型コロナウイルス感染症のため中止

令和４年度
（11/6（日））

①基調講演（名城大学 理工学部 社会基盤デザイン工学科 松本幸正教授）
②ワークショップ
【テーマ】
・普段よく『おでかけ』する場所と目的、普段利用し
ている主な移動手段ついて
・普段利用している以外の移動手段で普段よく『お
でかけ』する場所へ行けるかどうかについて
・今ある移動手段だけでは難しい？『こんな移動手
段あったらいいな』について
・オレンジバス、北勢線を利用して、おでかけしたく
なる『目的』について



【資料４】公共交通ワークショップ企画（案）

①メイン事業（案）

・オレンジバスの乗車体験（東員町役場からイオンモール東員までを往復など）

・基調講演

・オレンジバスの新しいルート・ダイヤについての説明

②ワークショップ（案）

・イオンモール東員やヴィアティン三重との共同事業を考える

・実際にオレンジバスを利用してみて、良かった点や分かりにくかった点などを整理

・オレンジバスの乗り方案内を考える

・オレンジバスの新しいルート・ダイヤの良い点や不便になった点などを整理

・オレンジバスをどうすれば楽しく乗れるか（室内の装飾、時刻表、目的づくり など）を考える

・オレンジバスを利用しようと思っていない人にどうすれば利用してもらえるかを考える

概要
実施時期：令和６年２月下旬から３月中旬の土・日曜日
対象者：町内に在住・在勤の方、三岐鉄道北勢線、オレンジバスの利用者
周知方法：広報とういん2月号、町ホームページへ掲載
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